
令和７年度に向けた
重点的検討課題について
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令和６年８月１日
新産業戦略PT事務局

①サーキュラーエコノミーの推進について

資料２
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１．重点的検討課題①

【趣旨・必要性】

・欧州によるサーキュラーエコノミー(以下、CE)関連規制の導入をは
じめ、リニアエコノミーからCE移行に向けた動きは国内外で加速して
いる。CE関連市場は今後拡大していくことが見込まれており、本県産
業の競争力の強化・持続的な成長発展には、CEの推進が欠かせない。

・CEへの移行は、経済的目標（経済成長）と社会的目標（経済安全保
障、サステナビリティ、ウェルビーイング）を同時に実現するもの。

 本県経済の持続的な発展、さらにはウェルビーイング社会の実現に
向け、本県においてCEをどのように推進していくか検討する。

サーキュラーエコノミーの推進について
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（参考）循環経済（CE）と成長志向型の資源自律経済

（出典）成長志向型の資源自律経済戦略 R5.3経済産業省
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（参考）ライフサイクル全体での動静脈産業の連携の理想像（イメージ）

（出典）成長志向型の資源自律経済戦略参考資料 R5.3経済産業省



２．現状と主な取組み状況 ①産業の構造（需要側・動脈）
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（出典）総務省・経済産業省「令和３年経済センサス-活動調査」
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全  国 57,949,915人 

富山県 508,283人

全  国 3,362,595億円

富山県 22,337億円

産業分類別の従業者数と付加価値額の状況



6（出典）2022年経済構造実態調査 製造業事業所調査（地域別統計表データ）

（百万円）

２．現状と主な取組み状況 ①産業の構造（需要側・動脈）
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その他製造業

特化係数： 

富山県の製造業製造品出荷額等の合計に占めるA産業製造品出荷額の割合

全国の製造業製造品出荷額等の合計に占めるA産業製造品出荷額の割合

電子部品・デバイス・電子回路製造業

パルプ・紙・紙加工品製造業

富山県製造業の業種別製造品出荷額と特化係数



２．現状と主な取組み状況 ②廃棄物の現状（供給側・静脈）

産業廃棄物の排出量と循環利用率の推移

※産業廃棄物の「循環利用率」・・・
［再生利用量＋金属くず、ガラ陶、鉱さい、がれき類それぞれの減量化量－動物のふん尿の直接再生利用量］を［排出量］で除した数値

（出典）富山県の廃棄物[令和5年度版]



２．現状と主な取組み状況 ②廃棄物の現状（供給側・静脈）

産業廃棄物の種類別処理状況（令和３年度）

アルミを含む

（出典）富山県の廃棄物[令和5年度版]



２．現状と主な取組み状況 ②廃棄物の現状（供給側・静脈）

一般廃棄物のごみ処理量とリサイクル率の推移

（出典）富山県の廃棄物[令和5年度版]



２．現状と主な取組み状況 ②廃棄物の現状（供給側・静脈）

区分
基準 目標値

H29 R7

排出量 421千ｔ
374千t

(29年度比▲11％） 

循環利用率 27％ 28％

最終処分量 38千ｔ
32千t

(29年度比▲17％） 

とやま廃棄物プランの目標

区分
基準 目標値

H29 R7

排出量 4,388千t
4,228千t

(29年度比▲4％） 

循環利用率 33％ 36％

最終処分量 197千ｔ
138千t

(29年度比▲30％） 

○産業廃棄物の目標 ○一般廃棄物の目標

廃プラスチック類の最終処分率 H㉚32.7％→R⑦目標 30％以下 など

○その他２０の評価指標を設定



２．現状と主な取組み状況 ③動静脈物流の現状

動静脈物流解剖図と課題整理＜アルミニウム＞

出典：成長志向型の資源自律経済戦略（R5.3経済産業省）
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２．現状と主な取組み状況 ④本県の主な取組み（産業面）

〇循環型アルミ産業網の構築に向けたリサイクル（グリーン化）
の研究開発
産学官で組織する「とやまアルミコンソーシアム」を通じ、県内企業による循
環型アルミ産業網の構築を目指したリサイクル（グリーン化）の研究開発や、
各製造工程におけるCO2排出量を可視化する、アプリケーションの開発・社会
実装に取り組む。
※原料から製錬するよりも廃アルミからリサイクルする方が、
製造過程で排出されるCO２を大幅に削減できる。

〇ものづくり産業サーキュラーエコノミー
推進事業(R6新規）
クリエイティブ人材を活用した「廃材活用／
アップサイクル」のプロジェクト創出に向けて
異業種連携を推進

令和６年６月、国が設立した産学官連携パートナーシップ
「サーキュラーパートナーズ」に富山県として参画
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２．現状と主な取組み状況 ④本県の主な取組み（環境面）

〇令和６年３月 プラスチックごみリサイクル支援
マッチングサイト｢Re+とやま｣の構築

〇平成20年 全国に先駆けて、富山県内全域でのレジ袋無料配布廃止を開始

〇平成25年「とやま・エコストア制度」
⇒トレイ・ペットボトルなどの資源回収・リサイクル等の環境配慮行動の推進

〇平成28年 G７富山環境大臣会合「富山物質循環フレームワーク」を採択

〇令和２年 「とやまゼロカーボン推進宣言」

〇令和３～４年 プラスチック地域循環促進事業
⇒排出事業者や製造業者の連携による廃プラ再商品化

（ごみ袋・植木鉢等）、非食用米由来バイオマス利用（食品トレイ代替舗装資材）

〇令和５年 「富山県カーボンニュートラル戦略」策定

※R4.4プラスチック資源循環促進法の施行により、排出事業者はプラスチック使用製品産業廃棄物
について、可能な限り再資源化（マテリアルリサイクルなど）が求められている。

⇒県内の廃プラスチック排出事業者、リサイクル事業者
、プラスチック製品メーカーの新たな連携、プラスチッ
ク資源の循環を促進。

〇令和６年４月～ プラスチックごみ一括回収（市町村）



〇高岡市
中心市街地の脱炭素×資源循環で実現する環境と
経済の両立「脱炭素未来都市高岡の挑戦」

（参考①）県内の取組み

〇魚津市
ペットボトル資源循環
水平リサイクルの実施（R7.4~）



（参考②）県内の取組み

〇富山大学



本県のCEを推進するため、CE推進に関する取組みの内容や時間軸を
見える化したロードマップや目標等を策定できないか。
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３．検討の進め方

【検討にあたっての課題認識】

・県内には、部素材・生産機械などサプライチェーンの上流に位置す
る中小企業が多く、喫緊の課題への対応を優先せざるを得ない、何か
ら取り組んでいいのかわからない、と考える企業も。

・関係主体がCE推進に取り組むにあたっての課題（市場形成、動静脈
の連携・リサイクル技術の高度化等）を解決しながら、産業競争力の
強化につなげていく必要がある。

・動脈産業については、本年３月に富山県ものづくり産業未来戦略を
改定し、“環境・社会課題に対する新しい価値”の創出を掲げているが
、CEを推し進める具体的な方針について検討を深める必要がある。ま
た、CE推進にあたっては静脈産業との横断的な取組みが必須である。
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３．検討の進め方

〇検討にあたっては、テーマに関わる論点を

いくつかお示しします。

〇自由闊達にご議論いただければ幸いです。

（トークセッションのようなイメージ）

〇ご議論いただいた内容を踏まえて、令和７年

度の重点的な取り組みの方向性を決定します。
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４．ディスカッション 重点的に取り組む分野の検討

論点①

「富山県の地域特性などを踏まえ、CEを
進めるにあたり有望な分野はあるか？」
＜目的＞
あらゆる部素材の循環を一斉に加速させることは現実的に難しい。
富山県の地域特性、国内外の動向や重要性・緊急性等を踏まえ、重点
的に取り組む分野を検討していきたい。

（例）
 ・県内の産業集積、輸入依存からの脱却、CO2削減効果 → アルミ
 ・国内外の規制強化、廃プラ最終処分率の高さ → プラスチック
 ・国内の法制度整備の動きへの対応 → 太陽光パネル
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４．ディスカッション CEを進めるうえでの課題検討

論点②

「県内の動脈産業と静脈産業の連携を進め
ていくには？ 」
＜目的＞CEを実現するには、個社の取組みだけではなく、関係主体の
連携を促していくことが必要である。県内企業間等のつながりを創出
し、再生材に要求される品質などについて需要・供給双方で対話しな
がら、技術の高度化等に取り組む必要がある。

・企業の意識醸成、理解促進、相談支援
  先行事例：宮城県CE実践支援セミナー/ビジネス構想ワークショップ、

 愛知県CE型ビジネス創出研究会(ビジネスセミナー、現地見学会、相談会)

・ネットワーク形成、マッチングや連携促進
   先行事例：埼玉県CE推進分科会、愛知県循環資源事業者ﾏｯﾁﾝｸﾞｼｽﾃﾑ、広島県ﾏｯﾁﾝｸﾞ交流会

・部素材や製品などテーマ毎の検討体の設置、モデル事業創出
   先行事例：あいちCE推進PT(ﾌﾟﾗ、太陽光ﾊﾟﾈﾙ等)、和歌山県 未利用資源(廃食油)活用に係るWG 

（例）
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４．ディスカッション CEを進めるうえでの課題検討

論点③

｢CEに向けて社会に行動変容※を促すには
？ ｣

＜目的＞循環に“配慮する”には追加的なコストがかかり、必ずしも経
済合理性がないことが課題となっているなかで、社会に行動変容を促
していく必要がある。

・企業や消費者の意識醸成、理解促進、相談支援
・技術開発/投資支援
・規制/ルール化/インセンティブ付与

（例）

※行動変容の例
製造業者：資源循環に資する再生材等の積極的な活用、循環配慮設計。
リサイクル事業者：高度選別やリサイクル技術の高度化。
消費者 ：循環性の高い製品の選択。非所有型（リース、シェアリング、サブスク等）や

 二次流通（リペア、リメイク、リノベーション等）製品・サービスの活用。
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（参考）先行県のロードマップ①

（参考事例）広島県「海洋プラごみゼロ実現」に向けたロードマップ
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（参考）先行県のロードマップ②

（参考事例）和歌山県「SAF製造に向けた地域貢献モデルの実現」に向けたロードマップ
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